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Evaluation for Sitting Comfort of Massage Chair  
 

by  Toshio MATSUOKA and Kazutoshi TANAKA 
 

 We made a massage chair as a trial product and evaluated it. Sensory values of sitting comfort 
were measured by the SD method. Body pressures between a human body and chairs and blood flow 
of finger were measured. The result were as follows: (1) The rate of increase for blood flow was 
effective for evaluation of sitting comfort. (2)The sitting comfort of massage chair was evaluated by 
two adjectives “Comfort of backrest” and “get tired”. (3)There were no differences among the body 
pressures of the massaging conditions.  
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１．はじめに 
 近年の健康ブームにより，健康食品や健康器具

への関心は高まっている．なかでも，疲れを癒す

マッサージ，入浴などは，多くの機器が開発され

ている．マッサージチェアにおいては,もみ玉の動

作により高機能なマッサージ機構を備えたものや

人間の感覚をもとにユーザの状態に見合った制御

を行うマッサージチェア１）も開発されている．し

かし，これらのチェアは，マッサージ機能に重点

がおかれ，「座り心地」にはあまり配慮されておら

ず,日常生活の中で，たとえば，リビングなどでは

使用に供されていない．自動車シート２）や OA 用

イス３）などを対象とした「座り心地」評価は行わ

れているが,マッサージチェアの「座り心地」評価

は行われていないことも「座り心地」に配慮した

製品がない一因とも言える．そこで，我々は，マ

ッサージチェアの「座り心地」評価法を検討する

とともに，日常生活で使用に供されるようなイン

テリア家具と同等の機能を持った「座り心地」に

配慮したマッサージチェアの開発を行っている．

今回は,試作したマッサージチェアについて，イス

としての「座り心地」評価，マッサージ機能の評

価を行ったので報告する． 

 

２．実験方法 

２．１ マッサージチェアの試作 

 マッサージ方法には，マッサージ専用イスに見

られるようなローラーを用いる方式と簡易な電気

器具に見られるようなバイブ方式などがある．

我々は，日常的に用いるイスへの付加機能という

視点から，バイブ方式を選択した．また，イスの

形状はソファ型とした．試作したマッサージチェ

アを図１に示す．マッサージのバイブ位置は，背

面上部（肩甲骨周辺）と腰部の２か所とした． 

２．２ マッサージチェアの評価方法 

 試作したマッサージチェアの評価として，マッ

サージチェアに着座したときの「座り心地」官能

量，体圧分布量，皮膚表面血流量の評価を行った．

被験者は，健常な成人男性 13 名（年齢 40.8±11.6
歳，身長 170.4±4.9cm，体重 66.2±10.9kg）とし

た．実験室の環境は，温度 25±3℃，湿度 50±10%
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